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◆現状の取り組み紹介 

 

課題１ 

開かずの踏切として課題であった戸塚駅大踏切の代替策として２０１５年に開通した戸塚地下道の問題として、長さ 

311ｍの中間地点ではラジオなど放送音波が届かなくなる不感地帯がある点について区民の方から改善要望を頂いていま

す。この指摘について道路局や危機管理担当者に改善を要望しています。この様な市内トンネルなど不感地帯の解消に取

り組み、普段利用時のストレス解消、有事の際の情報遮断を無くすべく取り組んで参ります。 

 

課題２ 

戸塚区深谷町と藤沢市の市境にある境川の側道は、藤沢市側は河川沿いの道路、歩道整備が進んでいる。一方、横浜市側

は河川沿いの道路は単管パイプなどで柵を作り、車道と歩道の区別もされていない区間もあり、危険性も高く、車輛など

の安全対策と歩車道の整備促進を早期に進めることが必要であると、道路局に問題として挙げさせて頂いています。この

河川沿いの整備は神奈川県の所管であるものの、戸塚区土木事務所が改善に向けて取り組みを進めて頂いています。地域

の生活道路がより安全な道路・歩道として整備されるように取り組んで参ります。 

 

課題３ 

区内での陳情でとても多い雑草除去や不法投棄の問題はとても深刻です。 

行政管理可能な場所であれば、定期的に作業が実施されており、また、陳情で時期を待たずに作業を実施してもらうこと

も多くありますが、私有地などは地権者などの管理となり、なかなか改善が進まない状況です。 

行政と連携しながら、地域課題の解決、地域の安全・安心を守る取り組みを進めていきます。 

 

課題４ 

地域交通対策は高齢社会において大きな課題。路線バスの廃止などにより、外出し辛い環境が増えています。 

外出し易い環境のために地域交通対策は国・県・市の議員が一丸となって取り組まなければなりません。 

様々な交通体系を検討し、その地域にあった交通を検討していきます。また、この地域交通の構築により、若い世代も郊

外に魅力を感じるような郊外の活性化も合わせて検討、対策を加速化して参ります。 

 

課題５ 

区内の落書き防止対策も大きな課題。 

２０１３年当時市内に４６０件の落書きがあり、キレイな横浜の街のために、落書き行為を防止する条例が必要であると

の考えから、当時の民主党横浜市会議員団として条例を提案し、他会派の賛同を得て条例制定したことから、落書きの無

い戸塚区となりように都度状況を確認し、区民からの情報なども頂き消去の取り組みを行っています。コロナ禍にて落書

き行為が増加傾向にあることも確認しており、再度地域防犯の観点からも落書き防止の取り組みを進めます。 

 

この課題以外でも、カーブミラーの設置、横断歩道の改善、スクールゾーンの安全対策、ブロック塀などの安全対策、急

傾斜地問題、教育関係、保育関係、高齢者施設関係、生活インフラ問題、などなど、多くのご相談をお受けしています。 

 

  

 
横浜市会議員の仕事として、地域の課題解決に向けて、区民の皆さまからの様々なご要望

をお聞きし、その改善。実現に向けて取り組みことも一つとしてあります。 

私も日々多くのお声をお聞きしていますが、戸塚区内の様々な課題解決に向けて一つ一つ

しっかりと取り組んで参ります。今年も、皆さまからの声をお寄せ下さい。 

 

  

  

    

   

 

 

 

        


